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今年７０年目を迎える赤い羽根共同募金。

あなたの優しい気持ちが募金というカタチと

なって新宮町のふくしを明るくします。

この羽根に　思いを込めて　７０年

10月1日〜

愛ちゃん
希望くん

※音訳CDを作成しています。詳しくは社会福祉協議会まで。

「共同募金でどんな
新宮町にしたいです
か？」とみなさんに聞
いてみました。

福祉センターに
新宮町内初の
赤い羽根自販機を
設置しました。
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平成28年度目標額
4,170,777円

配分 1,126,177円配分 3,044,600円

各家庭の
戸別募金

新宮町の福祉活動へ 福岡県域の福祉活動や
災害時の支援などに

各事業所の
事業所募金

クオカードや
バッジ購入による

資材募金

各学校や園児の
学校募金

飲み物購入で
自販機募金

「まつり新宮」や
駅などで
街頭募金

新宮町支会（社会福祉協議会）

福岡県共同募金会

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします!
赤い羽根共同募金は、福祉活動を応援しています!!

毎年10月１日～ 12月31日に行われる赤い羽根共同募金は地域福祉推進の
ための重要な財源となっています。
募金は次のようないろんな形でご協力をお願いしています。

地
域
の
福
祉
活
動
を

推
進
す
る

行
政
区
福
祉
会

災
害
時
支
援

ふ
く
し
の
理
解
を

広
め
る

「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

住
み
よ
り
町
づ
く
り

を
考
え
る

「
ふ
く
し
体
験
学
習
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

福
祉
団
体

※その他新宮町の福祉活動に活用しています。
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安心して暮らしていただくための相談窓口 相談はすべて無料です。
秘密は固く守ります。

◇心配ごと・福祉なんでも相談◇
  （毎月第2火曜日開催）
みなさんの身のまわりに起こっている苦情や
心配ごとなど、気軽にご相談ください。
●日　時 ： 10月11日（火）
　　　　　11月 8日（火）
　　　　　12月13日（火）　
●場　所 ： 新宮町ボランティアセンター　団体事務室
●相談員 ： 人権擁護委員
　　　　　行政相談員
　　　　　社会福祉協議会相談員
●内　容 ： 生活・家庭不和・結婚・近隣の問題

行政に対する苦情、高齢者や家族の悩み、
福祉サービスの利用や金銭管理についての
不安、生きがい活動などの相談
※予約は不要です。会場に午後２時３０分までに
　お越しください。

◇無料法律相談◇ （隔月開催）
法的な知識を必要とする複雑な問題に対し、弁護士が
適切なアドバイスを行います。
●日　時 ： 11月１5日（火）午後１時～４時
　　　　　※１人あたり３０分
●場　所 ： 新宮町ボランティアセンター　団体事務室
●対　象 ： 原則として町内に住んでいる人

※裁判所で起訴中のもの、弁護士に依頼済みのものは受付　
できません。また、ひとつの内容については１回の利用に　
限ります。

●定　員 ： ６人
●申込受付開始日 ： 11月１日（火）※予約制。定員になり次第しめきり

●申込方法 ： 窓口または電話

午前１０時～午後3時
※１人あたり３０分

詳しくは
お問い合わせ

下さい

新宮町社会福祉協議会
（社会福祉センター内）
　　　　（TEL） 963−0921
　　　　（FAX） 963−0127

訪問介護事業所 TEL 963−0922
FAX 963−0127ヘ ル パ ー 室 だ よ り

暑い夏もものともせず元気に過ごされていた、今年98
歳になられる、濱田ムヨノさんを紹介します。

ヘルパーは週に１回入浴の介助に行っています。
ヘルパーが来るようになってどうですか？

「ちゃんとしちゃらっしゃあけん、よかよ！待ちなが
い！楽しみ！何でもきいちゃらっしゃあけん、よかっ
ちゃがなあ。自分で歩いて風呂やら行けよる。」

と、笑顔で話して下さいました。
ムヨノさんは小さなノートを持ってあり、「何日に誰

が来た。」とメモされ、顔と名前を覚えてあります。ヘル
パーが伺うと「○○さんやろう」と、名前を呼んでくれます。

娘さんからも「力になってもらってありがとうございま
す。助かっています。感謝しています。」と、頂きました。

ムヨノさんのお顔を見るのを楽しみにしています。こ
れからもお元気でいて下さいね！！

今年の夏は猛暑が続きましたね。
　　　　　夏の疲れが出ていませんか？
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住民自らが自分の住んでいる地域をよくするための仕組みを、
様々な団体や事業所、施設等と一緒に考えていくための場で
す。そのための勉強会である「住民交流会」を開催します。
みんなのちからで人にやさしい地域づくりを考えましょう。

　平成27年度の介護保険制度改正により、介護予防訪問介護・通所介護が地域支援事業に移行
します。
　高齢者の抱える福祉課題・生活課題は、社会的なつながりの希薄化や
「孤立」が原因となっていることが多く、高齢者と地域社会との関係の
回復・維持の働きかけの仕組みが重要なポイントです。
　助け合い・支え合い活動を中心とした地域の住民活動を推進していく
には、地域づくりの視点に立ち、地域の福祉課題・生活課題を自らの問
題として住民が認識・共有し、住民活動につなげていくことが必要です。
　そのための仕組みづくりとして、今後のよりよい地域づくりを考えて
いく「協議体」という話し合いの場と「生活支援コーディネーター（地
域支え合い推進員）」が設置されます。

よろしくお願いします！
　生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）です。

新宮町社会福祉協議会
生活支援コーディネーター

髙田　大史

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地

域
支
え
合
い
推
進
員
）
は
、
関
係
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
既
存
の
取
り
組
み
・

組
織
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に
お

け
る
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

コーディネーターの役割
●地域の求めているものの把握、
　地域の困りごとの掘り起こし
●地域の人材の掘り起こし
　サポートを行う人材の育成
●必要なサービスの開発
●関係者のネットワーク化

助け合いの社会
支援事業〜

協議体ってなに？

新地域支援事業がはじまります。
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地域シンポジウム「今こそ生かそう地域のちから」開催しました！
　

８
月
27
日
（
土
）
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
の
多
目

的
ホ
ー
ル
で
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
こ
そ
生

か
そ
う
地
域
の
ち
か
ら
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
住
民
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
事
業
所

や
医
療
関
係
、
福
祉
施
設
関
係
者
等
多
く
の
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
宮
町
の
現
状
や
住
民
活
動
の
報
告
を
受
け

た
後
、
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
阿
部
さ
ん
よ
り

「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
現
在
新
宮
町
内
で
活
動
し
て
い
る
住
民
団

体
か
ら
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

地
域
、
ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
を
更
に
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・�

い
ろ
い
ろ
な
地
域
活
動
に
可
能
な
限
り
参
加
し

て
い
き
た
い
。

・�

地
域
の
方
々
が
、
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
、
無

理
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

・�

活
動
報
告
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
行
動

に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

・�

町
民
の
思
い
、
地
域
の
ち
か
ら
を
寄
せ
合
い
、

活
動
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　

皆
様
の
思
い
を
も
っ
と
多
く
の
方
々
と
共
有

し
、
今
後
の
新
宮
町
・
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「なぜ今地域のちからが必要なのか」をゲームも交えて
一緒に考えてみませんか。多くの人の参加をお待ちして
います。

○日　時　 平成 28 年 10 月５日（水）
　　　　　 14:00 〜 15:30
○場　所　 そぴあしんぐう 多目的ホール
○テーマ　 自分たちの住んでいる地域を
　　　　　 良くする仕組みを考えよう

みんなでつくる
〜新地域

　

地
域
の
高
齢
者
を
町
内
の
ス
ー
パ
ー
ま

で
送
迎
す
る
「
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
」
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
宮
区
は
近
隣
に
買
い
物
で
き
る
ス
ー

パ
ー
が
な
い
た
め
、
高
齢
者
は
困
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
月
２

回
町
内
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
車
で
送
迎
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
、
買
い
物
が
助
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、

一
緒
に
行
く
高
齢
者
同
士
や
地
域
の
方
と

も
交
流
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
充
実
し

ま
し
た
。

○
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
（
新
宮
区
福
祉
会
）

　

地
域
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
に
つ

い
て
お
手
伝
い
す
る
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー

ト
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
の
開
催
し
た
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
さ
れ
た
人
が
、

年
を
と
っ
て
も
ず
っ
と
湊
坂
区
に
住
み
続

け
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
日
常
の
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
（
ゴ
ミ
出
し
、
草
取

り
、
電
球
交
換
等
）
の
お
手
伝
い
を
し
た

い
と
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

○
生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト

（
湊
坂
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
絆
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
来

ら
れ
る
「
傾
聴
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

傾
聴
カ
フ
ェ
は
第
３
金
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
活
動
を
地
域
で
も
で
き
な
い
か
と

「
地
域
カ
フ
ェ
講
座
」
を
開
催
し
、
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
と
き
は
、

立
ち
上
げ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
等
協
力

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

○
傾
聴
カ
フ
ェ

（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
ら
）

参加者
募集 !!住民交流会を開催します! 参

加
さ
れ
た
方
の
感
想

濱
田
さ
ん

田
村
さ
ん

城
戸
さ
ん

常
岡
さ
ん

田
中
さ
ん

森
さ
ん
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開 所 日　火～土曜日の週５日
休 所 日　祝日、お盆（８／12～８／16）
　　　　　年末年始（12／28～１／５）
開所時間　９：30～15：30
場　　所　新宮町社会福祉センター
　　　　　＊随時、大広間の開放あり

〈出張ひろば〉自然の中でおもいっきり遊ぼう！！
開所日時　毎週月曜日　9：30～14：30
　　　　　※祝日、お盆、年末年始はお休み
　　　　　※他にも開催しています。
場　　所　ギャラリーみかみ（的野488-1）

新宮町ファミリー・サポート・センター TEL 692−9622
FAX 962−6777

提供（両方）会員養成講座 参加者大募集！
ファミリー・サポート・センター とは、子育ての援助を行いたい人（提供会員）と、子育ての援助を受け
たい人（依頼会員）が会員となり、センターが仲介して会員同士で支え合う活動です。

【講座内容】

講師は大学の教授や管理栄養士、
消防士などです。

会　場 新宮町ボランティアセンター・新宮町社会福祉センター内
時　間 ９:30〜12:40（11/29は10:00〜12：00）
定　員 30名 託児10名まで（無料）
受講料 無料
申込み 〜10月28日（金）電話または窓口にて受付
 ※第4回は現提供（両方）会員のフォローアップ研修も兼ねています。

《あなたも会員になって
　　　　　　　子育てを応援しませんか？》
新宮町在住で自宅でお子さまを安全にお預り
できる人であれば資格・年令・性別は問いません。
※会員になるには全日程の受講が必要です。

第１回
11/４（金）

事業の説明
発達と理解

第3回
11/10（木）

栄養と食生活
発育と病気

第4回
11/15（火）

事故の予防と手当
事故分析演習

第6回
11/29（火）

交流会♪

第5回
11/17（木）

実践報告
お預かり体験会
会員登録

第2回
11/８（火）

生活とメディア
保育の心と遊び

（　　　　　　　　　　）
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ボランティアセンター TEL 962−1222
FAX 962−6777
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身体障害者福祉協会　バスハイク

福祉サービス苦情解決制度のご案内

在宅介護者の会　こぶしの会　講演会

みんなで語ろう会 「今思っていること」

＊期　　日 ： 10月30日（日）　9時集合
＊募集人数 ： 先着（車イス5台まで）35名
＊行　　先 ： 長崎佐世保海上自衛隊基地
＊目　　的 ： 障がい者とボランティア交流
　　　　　　 大型特殊バス車イス対応1台で
＊参加申し込み締め切り ： 9月30日（金）
＊申し込み ： 電話、FAX　963-3196
　　　　　　 森本 豊まで
＊参 加 費 ： 会費 1500円
　　　　　　 非会員付き添い、
　　　　　　 ボランティア 2000円
＊主　　催 ： 身体障害者福祉協会

日　　時 ： 11月10日（木）
　　　　　13:30〜15:30
場　　所 ： 新宮町ボランティアセンター
　　　　　研修会議室
参 加 費 ： 無料
主　　催 ： 障がい児・者問題を考える福祉のまちづくり
　　　　　新宮ネットワーク　ブーケハウス

日　　時 ： 10月18日（火）　13時30分〜15時
場　　所 ： 新宮町ボランティアセンター 研修会議室
参 加 費 ： 無料
テ ー マ ： 「私の老後・あなたの老後に備えよう」
講　　師 ： おとなりさんネットワーク「えん」
　　　　　田代　久美枝　氏
申込・問い合わせ先
　　　　 ： 新宮町社会福祉協議会　TEL 963-0921
　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX 963-0127

「新宮ネットワーク」（新宮町在住の障がい者団体）の
仲間とともに、障がい者にも健常者にも暮らしやす
い関係づくり・町づくりについて自由に思いを出し、
語り合ってみませんか？

　在宅介護者「こぶしの会」では、高齢者を取り巻く医
療と介護の現状を学び、認知症になっても安心して暮
らせる社会であり、見守る地域につながることを願っ
て講演会を開催します。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

社会福祉センター（ボランティア
センター ）で開催中の催し

行　事 日　時 場　所 参加費 内　容

在宅介護者
の交流会

「こぶしの会」

毎月第３火曜日
13：30 ～ 15：30

ボランティア
センター
研修会議室

無　料
在宅介護者同士で
日ごろの悩みなどの
情報交換を行う
交流会。

ハート
ルーム

毎月第２木曜日
13：30 ～ 15：30

社会福祉
センター
研修室

100円
こころの病をもつ人、
生きづらいと感じて
いる人、どなたでも
どうぞ。コーヒーを
飲みながら話しま
しょう。

ブーケ
ハウス

毎月第２木曜日
13：30 ～ 15：30

社会福祉
センター
松梅の間

無　料
障がいのある人が
中心のサロン。
音楽やおしゃべりで
お互いに元気を
もらえる場所。

傾聴カフェ
「そら」

毎月第３金曜日
13：00 ～ 15：00

社会福祉
センター
研修室

100円
心ほぐれるおしゃべり
を楽しみましょう。
コーヒーなどが飲み
放題（アルコールなし）
お菓子も付きます。
どなたでもどうぞ。

※祝日等が重なる場合は
　日時が変更となります。

福祉サービスを利用して
困ったことはありませんか？

お困りの方は、
お気軽にご相談
ください。

児童、障害者、高齢者などに対して、
在宅や福祉施設で提供される福祉
サービスの苦情について相談をお
受けします。

福岡県運営適正化委員会事務局（社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会）

TEL 092-915-3511 FAX 092-584-3790

平日 月曜日～金曜日

9:00 ～ 17:00

相 談 日

相談時間

※担当者が他の相談対応等で不在の場合があり
　ます。
　面接を希望される場合は、あらかじめお電話
　ください。

秘密厳守 相談無料

ホームページ http://fsw.or.jp/jigyo/soudan/soudan-kujyo.html

ピア講座

申込は不要です!!
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寄
付
の
お
礼

○
香
典
返
し

（
８
月
31
日
受
付
ま
で
）

　
地
域
福
祉
の
為
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

次
の
人
か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
さ
れ
た
人

亡
く
な
ら
れ
た
人
（
区　

名
）

吉
村　

泰
行
様

吉
村　

増
雄
様
（
的　

野
）

堀
田　

岩
男
様

堀
田
ツ
ヤ
子
様
（
立
花
口
）

井
上　
　

忠
様

井
上　
　

茂
様
（
原　

上
）

本
田　

正
博
様

井
浦
ジ
ツ
子
様
（
原　

上
）

甲
谷　

忠
夫
様

甲
谷　

勝
代
様
（
三　

代
）

阿
部　

秀
哉
様

阿
部　

正
哉
様
（
三　

代
）

双
須　

達
也
様

双
須　

保
子
様
（
夜
臼
３
）

瀬
川　

辰
光
様

小
林
シ
ゲ
ノ
様
（
夜
臼
４
）

石
橋　

厚
子
様

石
橋　

徳
光
様
（
相　

島
）

編 集 後 記

【
特
別
会
員
】

○
夜
臼
一
区　

山
内　
　

治
（
１
）

○
湊
坂
区　

渡
邉　
　

優
（
１
）

【
賛
助
会
員
】

○
的
野
区

常
岡　

昭
子
（
１
）

安
部　
　

司
（
１
）

吉
村　

泰
行
（
１
）

末
松　

京
子
（
１
）

安
部　

能
成
（
１
）

笠
井　

完
治
（
１
）

安
部　

善
巳
（
１
）

四
家　

完
治
（
１
）

笠
井　

初
男
（
１
）

三
上　

秀
喜
（
１
）

舩
越　

春
枝
（
１
）

笠
井
ユ
リ
子
（
１
）

三
上
百
合
子
（
１
）

三
上　

勝
善
（
１
）

足
立　

悦
二
（
１
）

足
立　

和
枝
（
１
）

服
部　
　

元
（
１
）

今
林　
　

茂
（
１
）

今
林　

由
子
（
１
）

森　
　

春
見
（
１
）

森　
　

和
恵
（
１
）

森　
　

元
二
（
１
）

森　
　

澄
代
（
１
）

森　
　
　

瞭
（
１
）

髙
野　

良
子
（
１
）

森　

ミ
ツ
子　
（
１
）

井
浦　

妙
子
（
１
）

森　
　

素
記
（
１
）

森　
　

恒
則
（
１
）

森　
　

和
明
（
１
）

横
矢　
　

清
（
１
）

西
野　

俊
祐
（
１
）

今
村　

初
美
（
１
）

重
野　

亀
二
（
１
）

山
内　

康
子
（
１
）

藤
井　

善
亘
（
１
）

中
村　

正
儀
（
１
）

○
花
立
花
区

田
中　

豊
子
（
３
）

安
武　

康
夫
（
１
）

江
頭　

玄
登
（
１
）

○
三
代
区

堀
田　

陽
子
（
１
）

○
上
府
区

小
野　

早
苗
（
１
）

大
石　

康
明
（
１
）

○
中
央
駅
西
区

田
仲　
　

潔
（
１
）

古
賀　

吉
澄
（
１
）

○
緑
ケ
浜
区

濱　
　

敬
子
（
１
）

○
夜
臼
1
区

吉
富　

信
子
（
２
）

髙
野　

虎
一
（
１
）

萩
野　

廣
四
（
１
）

杉
本　

節
子
（
１
）

船
越　

正
子
（
１
）

○
夜
臼
二
区

池
田　

義
則
（
１
）

城
戸　

和
子
（
１
）

松
田
由
美
子
（
１
）

鬼
木
眞
知
子
（
１
）

新
納
美
智
子
（
１
）

城
戸
キ
ヌ
エ
（
１
）

宇
都
宮
篤
一
（
１
）

稲
冨　

芳
彦
（
１
）

漆
坂　

利
國
（
１
）

洗
川　

鉄
也
（
１
）

玉
井　

清
隆
（
１
）

井　

フ
ジ
ミ
（
１
）

○
夜
臼
３
区

髙
杢　

和
男
（
１
）

髙
杢
美
津
子
（
１
）

江
良　

征
彦
（
１
）

小
田　

宗
一
（
１
）

上
野　

國
雄
（
１
）

上
野　

久
子
（
１
）

橋
本　
　

昇
（
１
）

橋
本　

淳
子
（
１
）

小
川　

友
二
（
１
）

小
川
恵
美
子
（
１
）

荒
口　
　

薫
（
１
）

阿
部　
　

収
（
１
）

阿
部　

純
子
（
１
）

廣
渡　

正
三
（
１
）

平
成
28
年
度
社
協
会
員

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
8
月
31
日
現
在　

順
不
同
・
敬
称
略

掲
載
の
了
承
を
得
ら
れ
た
人
の
み
、お
名
前
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。

少しずつ涼しくなってきましたね。

今号の表紙はいつもよりたくさんの方に協力していただきまし

た。今年も10月１日から赤い羽根共同募金運動がはじまります。

共同募金を通してどんな町になってほしいですか？この運動は、

福祉に関わる人たちへの直接的な支援だけでなく、福祉教育やふ

れあいフェスタにも使われています。

今よりもっと愛のあふれる新宮町になりますようにと赤い羽根

におもいをこめてがんばっていきたいとおもいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なみこ

荒
瀬　

正
子
（
１
）

亀
山
キ
ミ
ヨ
（
１
）

中
川
砂
千
代
（
１
）

綛
谷　

正
輝
（
１
）

井
手　

邦
光
（
１
）

○
下
府
１
区

井
上　
　

博
（
３
）

中
山　

絹
代
（
１
）

井
上
有
里
子
（
１
）

井
上　

光
保
（
１
）

安
武　

八
郎
（
１
）

石
橋
カ
ツ
子
（
１
）

長
澤　

春
美
（
１
）

福
田　
　

猛
（
１
）

福
田
さ
ゆ
り
（
１
）

持
山　

直
亮
（
１
）

井
上　

清
人
（
１
）

安
武　

春
美
（
１
）

新　
　

大
造
（
１
）

藤
田　

智
英
（
１
）

藤
田
サ
ダ
子
（
１
）

井
上　
　

馨
（
１
）

森　
　

久
夫
（
１
）

藤
井　

利
一
（
１
）

太
田　

眞
一
（
１
）

近
藤　
　

忠
（
１
）

森　
　

正
行
（
１
）

高
塚　
　

学
（
１
）

高
塚　

澄
子
（
１
）

結
城　

昭
信
（
１
）

藤
原　

英
利
（
１
）

實
松　

敏
範
（
１
）

稲
光
フ
サ
代
（
１
）

阿
部　

利
民
（
１
）

森　
　

定
義
（
１
）

尾
花
ト
メ
子
（
１
）

松
隈
多
美
子
（
１
）

長
﨑
千
代
子
（
１
）

福
田　

貞
雄
（
１
）

松
尾　

智
子
（
１
）

藤
田　

峰
子
（
１
）

坂
本　

政
義
（
１
）

松
本
雄
一
郎
（
１
）

林
田　

広
徳
（
１
）

藤
田　

栄
昭
（
１
）

藤
田　

幸
敏
（
１
）

福
田　

美
典
（
１
）

小
林　

鉄
男
（
１
）

酒
井
多
美
子
（
１
）

井
上　

嘉
美
（
１
）

藤
田　

洋
子
（
１
）

藤
田　

幸
徳
（
１
）

冨
永　

昭
夫
（
１
）

横
山　

英
治
（
１
）

酒
井
ト
シ
子
（
１
）

田　

文
江
（
１
）

酒
井　

寅
雄
（
１
）

曽
我　
　

求
（
１
）

佐
久
間
冨
美
子
（
１
）

塚
原
ツ
タ
エ
（
１
）

徳
本　

照
子
（
１
）

児
嶋
修
一
郎
（
１
）

持
山　

宏
征
（
１
）

持
山　

建
也
（
１
）

安
河
内
逸
敏
（
１
）

安
河
内
登
美
子
（
１
）

安
河
内
周
子
（
１
）

冨
永　

孝
記
（
１
）

安
河
内
輝
美
（
１
）

横
大
路
智
治
（
１
）

安
河
内
弘
隆
（
１
）

竹
ノ
上　

彰
（
１
）

竹
ノ
上
カ
ズ
子
（
１
）

永
田　
　

直
（
１
）

阿
部　
　

満
（
１
）

髙
野　

民
雄
（
１
）

岩
﨑　

瀧
夫
（
１
）

加
藤　

俊
明
（
１
）

大
城　

敏
子
（
１
）

岩
﨑　

博
英
（
１
）

吉
村　

敏
和
（
１
）

福
田　

明
美
（
１
）

野
口　

幸
男
（
１
）

村
橋
美
代
子
（
１
）

村
橋
千
代
紀
（
１
）

○
杜
の
宮
区

高
木　

幸
一
（
１
）

黒
木　

睦
枝
（
１
）

○
桜
山
手
区

松
村　

嘉
俊
（
１
）

○
湊
坂
区

田
中　

五
男
（
１
）

中
川　

博
人
（
１
）

高
山　

健
司
（
１
）

金
森　

和
実
（
１
）

西
山　

友
隆
（
１
）

熊
井　

精
一
（
１
）

北
岡　

嘉
胤
（
１
）

梯　
　

正
明
（
１
）

田
上　

由
紀
（
１
）

池
田　
　

勝
（
１
）

芳
野
勇
一
郎
（
１
）

三
井　

龍
司
（
１
）

竹
下　

育
伸
（
１
）

諸
住　

直
保
（
１
）

大
堀　

周
治
（
１
）

榎
本　

善
一
（
１
）

吉
岡　

康
之
（
１
）



♥ 10 ♥

この広報は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成されています。

第28回　福祉バザー開催！
　町民の皆様からのご厚意で集められた物品を社会福祉協議会役員・評議員が中心となり、
区長会、民生委員・児童委員協議会、福祉委員会の協力のもと、11月３日(木)に開催されるま
つり新宮会場で販売します。売上げは地域の福祉活動に活用させていただきます。
　町民の皆様のご家庭で眠っている品々を是非ご提供してください。また多くの皆様の来
場をお待ちしています。

受付期間
受付場所

バザー用品

問い合わせ先

10月17日（月）〜10月26日（水）まで
お近くの社会福祉協議会役員・評議員、区長、
民生委員・児童委員、福祉委員のご自宅、
もしくは社会福祉センターまでお持ち下さい。
家庭用品・日用品・食器・食料品・贈答品等
※食器類は未使用のもの
※衣料品・古本は受け付けておりません。
新宮町社会福祉協議会（社会福祉センター内）
　　　　　TEL 963-0921（代）
　　　　　FAX 963-0127


